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１ ．白山国立公園の概況

　 白山国立公園は昭和 ３ ７ 年に国定公園か ら国立公園に昇格し、 今年で ５ ０ 周年を迎えま

し た。 国立公園の総面積は約 ４ ７ ， ７ ０ ０ ヘク タールで他の国立公園か ら比べ、 それほど

広 く はない も のの、 特別保護地区の広さ では中部山岳、 大雪、 知床、 磐梯朝日についで ５

番目の広さ と なっています。 それだけに自然度の高い国立公園 と いえま し ょ う 。

　 高山帯を持つ山 と し ては、 西限に位置する こ と か ら、 白山を西限ない しは南限 と する植

物や昆虫などは、 それぞれ １ ０ ０ 種を超えている と いわれています。 ま た、 裾野に広がる

広大なブナ帯では大型動物など多様な生き物を育んでいます。 昭和 ５ ５ 年にはユネス コの

生物圏保存地域に指定さ れています。

２ ．登山者数と宿泊施設の概況 （ ８ ．の表１参照 ）

　 白山では、 平成 １ ５ 年よ り 登山口に自動カ ウ ン ターを設置し、 現在では、 ほぼ正確な登

山者数が把握さ れています。 それによ る と 年間 ５ 万人ほどの登山者があ り 、 その内の ５ 割

ほどが宿泊する も の と 思われます。 春山の開山は毎年 ５ 月 １ 日で、 夏山の開山は毎年 ７ 月

１ 日です。 閉山は １ ０ 月の中旬で、 こ の間の登山者のピーク は ７ 月下旬か ら ８ 月上旬です。

毎年 ７ 月 と ８ 月の ２ か月で約 １ ７ , ０ ０ ０ 人の宿泊登山者が見込まれています。

　 白山では、 平成 ８ 年か ら宿泊施設での予約制を導入し ま し た。 こ の こ と で、 １ 日の宿泊

者数は最大収容者数を上回る こ と がな く な り 、 環境負荷の軽減が図られま し た。

　 山頂周辺部での食事提供の宿泊施設は、 白山室堂 （ 収容者数 ７ ５ ０ 名 ） と 南竜山荘 （ 収

容者数 １ ５ ０ 名 ） の ２ か所です。 野営キ ャ ンプ場は南竜野営場のみ と なっています。 開山

期間以外では、 室堂 と 南竜山荘の ト イ レは閉鎖さ れます。 周辺の避難小屋は既設の冬期用

ト イ レが使えます。

３ ．山頂周辺部でのト イレ事情

　 室堂は標高約 ２ , ４ ５ ０ ｍにあ り 、 水の供給や電力の確保も厳しい状況下です。 こ こ で

は公衆 ト イ レが 1 か所、 宿泊棟 ト イ レが 1 か所です。 いずれも別棟 と なっていますが、 宿

泊棟 ト イ レ （ ８ ． の ３ 写真参照 ） は屋根付き通路があ り ます。 ま た、 こ こ では固液分離便

器を使用し、 使用済み ト イ レ ッ トペーパーの分離 ・ 分別を行なっています。 便槽に溜ま っ

た滞留物は状況をみて汲み取 り し、 ヘ リ コプ ターによ る空輸で約 ８ ｋ ｍ離れた市ノ瀬地区

の貯便槽に一旦移され、 バキュームカーで し尿処理場に運ばれます。 こ の ２ か所での ト イ

レ処理量は ５ 年間平均で約 ３ ０ ト ン余と いわれています。

　 別棟の公衆 ト イ レでは、 便器が旧式で、 し尿滞留物が見え る こ と で、 臭い も伴い評判が

よ く あ り ません。 ま た、 し尿以外の落し物 （例えば履物など ） があった り と、 バキューム



時にはこ れら が障害と な る こ と も あ り ます。 特に子供さ んには、 ト イ レに落っ こちるか も

しれない と怖い イ メージがあ る よ う です。 夏山シーズン中の公衆 ト イ レでは ク ロバエの往

来も見られ、 登山者か らは改善の要望が出さ れています。 ト イ レに漂 う ケブカ ク ロバエは

別の視点か ら見れば、 ク ロユ リの受粉を手伝 う 昆虫で も あ り ます。 ク ロユ リ を観察し ます

と、 こ のケブカ ク ロバエが黄色の花粉を沢山つけて、 飛び回っている様子をみる こ と があ

り ます。 白山に ク ロ ユ リが多いの も こ のケブカ ク ロバエが一役買っているのか も しれませ

ん。 室堂周辺の観察会ではこ のよ う な話を し なが らハエの役割 と ト イ レの関係を説明し て

います。

　 南竜山荘は、 標高約 ２ ， １ ０ ０ ｍに位置し、 沢沿いにあ り ますので水の供給は確保さ れ

ています。 こ の山荘では、 ち ょ っ と贅沢と も いえ る ウオシュレ ッ ト 水洗 ト イ レが設置され

ています。 但し、 夜か ら未明にかけての消灯時はウオシュレ ッ ト は使え ません。 ト イ レは

山荘内にあ り ますか ら評判も よろしい よ う です。 し尿処理は T Ｓ Ｓ （ 環境配慮型 ト イ レ ）

での蒸散式と なっています。 ト イ レ処理量は不明です。

　 こ の南竜山荘近く にあ る、 白山ではただ一か所のテン ト 場であ る、 野営場の ト イ レはタ

ン ク での汲み取 り式で、 ヘ リ コプ ターにて輸送後処理さ れています。

４ ． その他の避難小屋での ト イ レ事情

　 その他の主要山岳 ト イ レは別表 （ ８ ． の表 ２ 参照 ） の とお り です。 中で も、 主要登山道

であ る砂防新道の標高約 １ ， ９ ７ ０ ｍにあ る甚之助避難小屋は、 平成 ２ ２ 年のシーズン末

に新築され、 平成 ２ ３ 年の 6月か ら供用されています。 こ こ では新たに T Ｓ Ｓ方式の土壌

浄化処理施設が施さ れています。 砂防新道のよ う に水に恵まれた コースは他にはな く 、 他

の登山道は総じて尾根筋を経由し てお り 、 避難小屋のほ と んどは水の供給があ り ません。

そ こ で、 環白山保護利用管理協会が平成 ２ ０ 年か ら、 観光新道の殿ヶ池避難小屋で、 屋根

の雨水を利用し た雨水集水システムの取 り付け （ ８ ． の ４ 写真参照 ） を行い、 集水タ ン ク

の水は ト イ レの清掃などに利用されています。 平成 ２ １ 年度か らは、 更に平瀬道の大倉山

避難小屋 と 別山市ノ瀬道のチブ リ尾根避難小屋の ２ か所に も取 り付けま し た。 、 シーズン

終了時には雨樋を取 り 外す手間も あ り ます。 継続性が問題ではあ り ますが一定の評価をい

ただいています。

５ ．白山でのト イレチップ制

　 白山では石川県が主体と な り 、 平成 １ ８ 年の夏山シーズンか ら ト イ レの維持管理強化の

ため ト イ レチップ制を開始し、 現在では以下の 6 か所で実施し ています。 内 ３ か所は登山

者の約 ６割が利用する 「別当出合登山口」 の公衆 ト イ レ と 「砂防新道」 の ２ か所に設置さ

れています。 ６か所で得た協賛金は年間約 ４ ０ 万円ほど と な り ト イ レ ッ トペーパーや清掃

用品の購入に当て られています。

「別当出合公衆 ト イ レ」 （砂防新道及び観光新道登山口 ）



「中飯場公衆 ト イ レ」 （砂防新道途中 ）

「甚之助避難小屋 ト イ レ」 （砂防新道途中 ）

「新岩間温泉園地 ト イ レ」 （新岩間温泉 ）

「岩間温泉休憩舎 ト イ レ」 （岩間温泉 ）

「蛇谷休憩舎 ト イ レ」 （ 白山スーパー林道親谷の湯 ）

６ ．白山での携帯ト イレ普及の取り組み

　 現在、 白山では携帯 ト イ レの普及に向けた取 り組みは見られませんが、 岐阜県側か ら の

登山道であ る平瀬道では、 平成 １ ７ 年に同県の飛騨地域振興局によ り 、 登山道の入口に使

用済み携帯 ト イ レ回収ボッ ク スの設置 と 、 大倉山避難小屋に携帯 ト イ レブース を設置し、

携帯 ト イ レの配布実験と意識調査が行われま し た。 以降、 テス ト的な携帯 ト イ レ普及の取

組が行われています。 利用者は 1個 200 円の協力金を収受箱にいれる こ と になっています。

こ の取組は現在も継続し ていますが、 維持管理についての継続性が問われています。

　当時の意識調査によれば、 携帯 ト イ レ を知っているは ６ ４％を しめ、 携帯 ト イ レ普及啓

発の必要性では ９ ６％の登山者が 「はい」 と答え、 マナー向上への活動には賛同の評価が

あ った よ う です。 一方、 携帯 ト イ レの使用については約 ５ ０％の登山者が抵抗感があ る よ

う です。 ４ 日間の調査期間での入山者 ２ ８ ６名の内の下山者 ４ ３ 名のアンケー ト では 4名

が携帯 ト イ レ を使用し、 全員が持ち帰った よ う です。 他の ３ ９名は山小屋での ト イ レ使用

と答えています。 また、 約 ３分の １ の人は携帯 ト イ レ を購入し て使って も良い と考えてお

り 、 「万が一の時」 の備え と し て所持する必要性を認識し ている よ う です。 （飛騨地域振

興局の報告よ り一部抜粋 ）



７ ．課題と提言

　 登山道の各コース と も避難小屋を含めた ト イ レ施設はあ る も のの、 と ころど ころで糞尿

の跡が見られます。 携帯 ト イ レの普及への取 り組みが必要と感じています。 白山や石川県

で広 く観察会や解説活動を行なっている 「石川県自然解説員研究会」 では、 解説活動には

ワン タ ッチでポップアップ式の簡易携帯 ト イ レ を用意し ています。 参加者の必要に応じて、

携帯 ト イ レ を ２ ０ ０円で買っていただき利用し て も ら っています。 予め ト イ レ事情の悪い

と ころでの登山計画には必需品と し て、 軽量で格安の こ う し たツールを使 う こ と も必要で

し ょ う 。

　 ト イ レ問題を大き な視点で見ます と 、 平地では生活イ ンフラ と し て下水道の普及があ り

ますが、 自然環境の維持管理のための イ ンフラ と し て、 こ の山岳 ト イ レ問題を大き く取 り

上げてい く必要を感じます。 人の移動には必ず ト イ レ問題が生じるわけで、 山岳 ト イ レの

問題は街の ト イ レ事情と同等の位置づけが必要で し ょ う 。 特に災害時での ト イ レ問題は、

先の大震災や古く は関東大震災での経験が示す通 り 大変深刻です。 大都会で も大災害には

携帯 ト イ レが必須と な り ます。 こ れら の携帯 ト イ レ も色々市販されていますが、 更な る研

究開発と普及が必要と いえ ま し ょ う 。

　 食べる こ と と排泄、 つま り は人へのイ ンプッ ト 、 アウ ト プッ ト の投資バラン スが必要で

し ょ う 。 今後はいろんな環境下でのアウ ト プッ トへの投資は、 社会的な取 り組み と 位置づ

け る こ と が必要ではないで し ょ う か。

８ ．参考資料と写真

（主要登山道：砂防新道、観光新道、チブリ尾根、釈迦新道、平瀬道）

収容者数

42,071 31,444 40,850 37,447 42,441 44,057

白山室堂宿泊数 17,354 14,374 18,167 18,551 18,584 17,750

白山南竜宿泊数 3,424 2,878 3,359 3,428 3,303 3,291

南竜野営宿泊者数 2,664 2,097 2,426 2,860 3,301 3,194

宿泊者割合 55.7% 61.5% 58.6% 66.3% 59.3% 55.0%

合計

白山室堂宿泊数 23 210 6,750 7,489 2,214 1,064 17,750

白山南竜宿泊数 1,406 1,372 324 189 3,291

１．白山の主要登山道（5路線）登山者推移

H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年

登山者数(主要道）

750名

150名

H22年の月別宿泊施設利用者数

5月 6月 7月 8月 9月 10月

○春山　5月　1日 ～　 6月30日 ：素泊のみ・寝具付(6月30日は夕食可能）

○夏山　7月　1日 ～    8月31日 ：素泊・食事付・寝具付

○秋山　9月　1日 ～  10月15日 ：素泊・食事付・寝具付



２．白山の主要山岳トイレ一覧

施設名 関係登山道 設置標高 トイレ形態 し尿処理方法 整備年度 事業者

1 室堂公衆トイレ 約２４５０ｍ 非水洗 汲取式（ヘリ空輸） 石川県

2室堂宿泊棟トイレ 約２４５０ｍ 簡易水洗 汲取式（ヘリ空輸） 石川県

3南竜山荘トイレ 約２１００ｍ 水洗 土壌浄化処理（ＴＳＳ方式） 石川県

4南竜野営場トイレ 約２１００ｍ 非水洗 汲取式（ヘリ空輸） 石川県

5中飯場公衆トイレ 砂防新道 約１５５０ｍ 水洗 土壌浄化処理（ＴＳＳ方式） 石川県

6甚之助公衆トイレ 砂防新道 約１９７０ｍ 水洗 土壌浄化処理（ＴＳＳ方式） 石川県

7殿ヶ池避難小屋 観光新道 約２０２０ｍ 非水洗 土壌浸透式 石川県

8チブリ尾根避難小屋 市ノ瀬・別山道 約１９００ｍ 非水洗 カートリッジ式（ヘリ空輸） 石川県

9三ノ峰避難小屋 美濃禅定道 約２１３０ｍ 非水洗 汲取式 福井県

10大倉山避難小屋 平瀬道 岐阜県

11奥長倉山避難小屋 加賀禅定道 約１７４０ｍ 非水洗 自然放流式 石川県

12小桜平避難小屋 楽々新道 約１９９０ｍ 非水洗 土壌浸透式 石川県

13シナノキ平避難小屋 中宮道 約１４７０ｍ 非水洗 土壌浸透式 石川県

14ゴマ平避難小屋 中宮道 約１８５０ｍ 非水洗 カートリッジ式（ヘリ空輸） 石川県

平成5年

平成13年

平成10年

昭和57年

平成8年

平成22年

昭和53年

平成17年

平成13年？

約２０４０ｍ 携帯トイレ
ブース

自己回収、登山口に
回収ボックス 平成18年？

平成1年

昭和46年

昭和47年

平成11年

平成２２年に完成した、砂防新道の甚之助避難小屋と、トイレ内部の写真

３，下は、室堂屋外公衆トイレ



 

４，観光新道の殿ヶ池避難小屋における雨水収集の取り付け

左は固液分離トイレ

下は男子トイレ

３，室堂の宿泊棟に隣接する、環境配慮型トイレ


